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る Na+ 隈取に関する情報と，内部環境のNa+ 濃度 l乙関する情報が少くとも結合腕傍核のレベルでミ積分さ
れ，それから上位中枢への出力(放電頻度，あるいは増員)が高まれば，食塩水 lと対する拒否闘値の低
下(晴好性の低下)を招き，逆に低くなれば恒否闘値の上昇(噌好性の上昇)をきたすのであろうと考
察した。
論文の審査結果の要旨
本研究はラットを用い， licking行動を指標にして，摂取を拒否する各種昧溶液の濃度関値を測定し，
味覚神経を介する情報量との関係を分析したものである。また第 4 脳室底最後野破壊動物についての食
塩水俣取行動実験結果より食塩水隈取に対する最後野の生理学的役割につき考察を加えている。昧質溶
液摂取拒否の行動の背後にある脳神経機序につき重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認
める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
可
t
? ?
